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物理学会では､2002年 3月の第 57回年次大会でパリ会議の報告とアンケー ト分析結果の報告
を行い､6月に表記委員会を設置した｡この委員会では､男女共同参画に向けて､育児支援や
博士課程修了後の非常勤職員の研究環境に関する提言などが検討されている｡








(文責 研究会世話人 登谷 美穂子)
1)研究会報告 素粒子論研究 105巻5号 (2002)
2)分析結果報告 Ⅰ一女性物理学者の研究環境 日本物理学会誌 第57巻第5号(2002),
pp.345-347
分析結果報告 ⅠⅠ一家庭と仕事 日本物理学会誌 第57巻第8号(2002),pp.600-602
分析結果報告 ⅠⅠⅠ一女性物理学者の研究活動 日本物理学会誌 第57巻第9号(2002),
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報告Ⅰ-ⅠH の英語版 :JPSMemberSurveyAnalysisReport-FocusedonFemaleResearchers
も物理学会から刊行されている｡
3)小舘 香椎子 ｢IUPAPInternationalConferenceonWomeninPhysics報告｣応用物理
第71巻第7号 (2002),pp.91卜914
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